
 

 

 

サポーターの皆様、新年明けましておめでとうございます。旧年中は花街道サポーター活動に 
ご協力いただき、誠にありがとうございました。２０１９年もどうぞ宜しくお願い致します。 
花街道だより第４０号をお届けいたします。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

花街道だより（第４０号） 平成３１年１月発行 
公園緑化推進課 

サポーターさんにインタビュー! 

 

① 通行される方が喜んでくれることが励みになったこと 

② 「鮮やかで、流れるような色合いの花壇」を作ること 

③ 通行される方に「以前の明治通りと比べとてもきれいになった」、 

「いつもきれいにしてくれてありがとう」と言われること 

④ 花壇づくりのご相談があれば、基本的に毎朝夕花壇に出ているので、 

来ていただければいつでもアドバイスできますよ！ 

 

 ① 通行される方や地域の皆さんに喜んでもらいたかったから 

② 花壇だけでなく周辺環境(歩道橋や対岸まで)の美化も一緒に行うこと 

③ 通行される方や地域の皆さんに「きれいね」と言われること 

④ 始めることで近隣の人などとの交流が生まれます。これが社員への 

啓発にもなっています。 

 

 

 

 

 

① 周辺企業と協力して西鉄東口の活性化に貢献したかったから 

② 市民の皆さんに見られているという意識を持ってしっかりやること 

④ 久留米を盛り上げていかないといけないと考えています。 

周りの賛同が得られれば街の活性化につながるので、皆さんと 

協力していきたいです。 

3 団体のサポーターさんに右の①～④の項目について 

お話を伺いました。活動を始められたばかりの方、また、 

そうでない方も今後の参考にされてみて下さいね。 

 

① 活動を始めたきっかけ 

② 活動する上でこだわっていること 

③ 活動をしていて嬉しいこと 

④ これから活動を始める方へのアドバイス 

 

昨年秋の花植えにご協力いただいた皆様、 

どうもありがとうございました。まだ花は 

小さいですが、しっかりと管理をしていた 

だいているおかげで瑞々しく輝き、まるで 

春が来るのを心待ちにしている様です。 

宿根草を植栽していただいた花壇では、 

これまでと違った様子を見るのが今から 

楽しみですね♪ 

 

西日本シティ銀行  

岩田屋久留米店の皆さん 

福岡銀行東久留米支店の 

 

久留米営業部 

皆さん 

 秋の花植え、その後・・・ 

花ボランティア 浦さん 

久留米営業部 

一部サポーターの方には、歩道の工事によりご迷惑を 

おかけしましたことをお詫び申し上げます。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

みどりの講習会を開催しました！ 
 

宿根草の育て方について 
今回の講習のテーマでもあった宿根草ですが、一部サポーターの皆様にも 10 月に宿根草 
(フイリヤブラン、オタフクナンテン、ツルニチニチソウ)を植栽していただきました。ここで 

改めて、通りを彩る代表的な宿根草の育て方、管理方法についてお知らせいたします！ 

明治通り除草ボランティアを実施しました 

昨年１０月２７日(土)に「道守くるめネットワーク」の呼びかけにより明治 

通りや周辺道路の清掃、除草を行いました。ご参加いただいたサポーターの 

皆さま、ありがとうございました。「道守くるめネットワーク」は、久留米 

市内で道に関するボランティア活動を希望する団体を募集しています。          

お問合せ：久留米市公園緑化推進課 TEL 0942 – 30 - 9087 

 

昨年 11 月 20 日(火)、株式会社平田ナーセリーの松永先生に、「宿根草の育て方」「花壇作りの 

基礎」をテーマに講習していただきました。最新の園芸情報を取り入れたとても分かりやすく 

丁寧なお話でした。実技は、今年から「花と緑の名所」に仲間入りした「大城ますかげ花壇」 

で行いました。今後も色々な場所で開催しますので、皆様もぜひご参加くださいね。 

オタフクナンテン 

日が当たる所で管理しましょ

う。急激には大きくならないの

で、年に一度、はみ出した枝を

切り、全体の形を揃えると 

良いでしょう。 

ユリオプスデージー 
  

春と秋に花を咲かせる、花期が 

長い植物。春と秋の花後に花がら 

を切り、次期に備えましょう。 

刈り込むのは花後７～８月頃に 

全体のバランスをみて行い 

ましょう。 

ツルニチニチソウ 

宿根草とは・・・？ 

■ 年間を通して地上部が枯れずに残る植物 

■ 地上部が枯れて無くなっても土の中で根が生き続け、時期が来たら再び芽吹く植物 

     旺盛な性質で半日陰でも良く

育ちます。春には紫の花を付け

ます。ほふくして茎が伸びる 

ので、伸び過ぎたら適宜切り 

ましょう。 

フイリヤブラン 
      日陰管理でも問題ありません。 

      秋に紫の花を付けます。花後に 

枯れた花を茎から切り、春に 

新葉が出てきたら古葉を取り 

除く(切る)と見栄えが良いです。

株が太くなったら株分けされる

事をおすすめします。 

《発 行》 

久留米市役所 公園緑化推進課   宮﨑・高山    

T E L : ３０－９０８７

F A X : ３０－９７０７ 

 

《花苗や花壇づくりに関するお問合せ》 

(公財)久留米市都市公園管理センター 大久保・相園     

T E L : ３４－１６６４ 

F A X : ３４－１７１９ 

 

日頃より管理の質問が 
多い植物です 


